20110925　1部礼拝

救い、最優先の課題(ルカ3:3-14)
救いについて、今、礼拝をささげている感謝な身分でありながらも、神の救いについてどのように受け止め、どのような感覚を持っていらっしゃるのでしょうか。とても切羽詰っているテーマです。他のすべてが何もテーマにならないくらい最優先課題です。バプテストのヨハネは、キリストが生まれるということが何かわかっている者でしたので、切羽詰っている感覚を持って仕事を始めていました。また、バプテスマを受けるために群衆がヨハネの方に来るのを見ながら「まむしのすえたち」という表現を使っています。かなり言い方が過激です。それほどヨハネの心境は穏やかではありませんでした。「今、目の前に救いが来ているのに、救いの道であるキリストが迫ってきているのに、何がそんなに自慢があるのか、何がそんなに悲しいのか、何をそんなにブツブツつぶやいているのか、そんな場合ではないのではないか。キリストに向かいなさい。救いの方に」と叫んでいます。救いはそのようなテーマです。もし、私たちに神の救いが絶対的に必要なものであり、その救いが何なのかが正しく理解できていれば、その人の人生は新しくなり、人生の優先順位などは必ず、変わるはずです。このバプテスマのヨハネのやり方、言い方が望ましいかどうかはいろいろな議論が必要になると思いますが、バプテスマのヨハネの今の心境はこのようなものでした。救いがそのような最大、最優先課題としてバプテスマのヨハネの心には刻まれています。それで、群衆がバプテスマを受けるように来たときにも「まむしのすえたち」と言いながら何を主張したのかというと、彼らは後の話を見ると、彼らは自分たちがアブラハムの子と信じています。つまり、選ばれている選民なので、元々、救いなどはもういらないのです。神様は私たちを助けるためにメシヤ、キリストを送るということを待っていたのですが、それは神の子ども、アブラハムの子なのが、たまたま、ローマの植民地になって困っているときに、ローマをつぶして私たちを助けるという、民族主義的な感覚でした。そういう意味では、キリストにまっすぐになることができない、救いなどはもう一つもないのです。そういうことをバプテスマのヨハネは、よくわかっているので、同じイスラエルの人だから、彼らに向かって「救いの方に行きなさいよ。何がアブラハムの子なのか。何がイスラエル選民のか。そんな場合ではない。今、斧が根元に置かれている。すぐそこに迫っているので、そのままの状態ではだめだ。キリストの、救いの反対の方に向かっていては大変なのだよ」と言う意味で、過激な表現をしている場面があります。そこで、群衆が聞きました。「それでは先生どうしたらいいのでしょうか」と聞きました。そのときに、ヨハネが言いました。「下着2枚持っている者は持っていない者に分けなさい。食べ物もそのように分けて一緒に食べなさい。」収税人も聞いたときに、「決められたもの以上、取ってはいけません」と言いました。当時は収税人になると決められた税金以上を取って、全部、自分のポケットに入れていました。それから、「どうすればいいでしょうか」と兵士も聞きました。「力で金をゆすったり、無実な者を責めて賄賂を取ったりしないように。きちんと与えられる給料で満足しなさい」と言いました。これは単に「これから悪いことを止めて、良いことをしなさい。良い子になりなさい」という意味ではありません。「今、救いが目の前に来ているので、今まではお金に執着して、お金が人生を支えるかのように、肉の欲望だけにすべてを傾けていたところからUターンしなさい。お金、お金と言っている場合ではない。救いが来ているので、救いの方にアンテナを回しなさい」という意味です。道徳的な教訓ではありません。お金はもちろん必要なものでしょうが、それに人生をかけていたところから早く足を抜いて、そこから逃げ出しなさいと進めるほど、今、救いは最優先課題であり、一番切羽詰っているテーマであるということを、バプテスマのヨハネの説教をとおして私たちは理解できるようになります。ぜひ、今日、礼拝をささげている兄弟姉妹、一人一人は、神の救いについて、その救いの唯一の道キリストについて、すべて何もかも引っかかるものなく、まっすぐにそこに向かうことができるように、つまり、それが最優先課題なるように、最高のテーマになるようにしていただきたいと思います。何かに気が捕らわれて、議論するような、それが正しいかどうかという問題ではありません。そんな余裕はありません。そんな暇はありません。そんな場合じゃないという意味です。そのような感覚が一人一人に芽生えることを祈りたいと思います。
映画などを見るとたまに、海で船が壊れるなどの事故があり、何人かが無人島につき、無人島の生活が始まるようになります。連絡を取る手段もなく、最初はみんなが絶望感に捕らわれて、ため息をつきながら何もできないままボーっとします。でも、だれかが言います。「助けるための船が来るわけでもないし、いつ来るかもわからないから、ここで私たちがぐっと耐えて生き残らないといけないのではないか。そうするためには頑張らないと」と。みんながうなずいて無人島での生活が始まります。今までなかった生活です。それで、あちこちをトイレに使うと臭くなりだめなので、トイレは必ずここでやりましょうというルールも決めます。簡易トイレみたいなものです。食事の当番も決め、狩りに出る者、野菜をとる者、食事を作る者を順番で決めたとおりにするルールを作ります。それから、だれかリーダーになるような者が必要でしょう。リーダーによって何かを決めていく指揮を執ることも必要かもしれません。それでリーダーを決めるかもしれません。それで、いろいろなことを決め、新しい生活を始めそれに従ってやっていました。ある日、向こうから船が見えてきました。どこでどういううわさを聞いたのか、たまたま、そこに寄るようになったのかはわかりませんが、船が寄ってくるようになりました。それはもう救いの船でしょう。その船によって助けられるのです。そのときに、船が無人島の人々を助けるために来たのに、「トイレはここだよ。食事の当番はあなただったよ。今日はあなたが狩りに行くべきでしょう」と話し合ったり、今までのルールなどにこだわる余裕、こだわる必要があるのでしょうか。今まで、救いのための船が来ていなかったので、無人島だったのでそのようなことを仕方なく作ってやっていましたが、救いの船が来ている限り、最大の、最優先課題はみんな急いで、ルールなどまったく関係なく船に上らないといけません。それが今日の話です。「山になっていた者、谷になっていたもの、曲がったもの、でこぼこのものといろいろあったでしょうが、そんな場合ではない、そんなのどうでもいいよ。早く救いの船に乗らないといけないのではないか」ということです。今まではお金のために、お金さえあれば人生幸せになるだろうと思っていました。なぜでしょうか。救いが何かわかっていなかったためです。自分の権力やいろいろな悪い方法を全部使って、お金、お金と言っていたが、救いの船が来ているのにそんな場合ではないでしょう。救いは、ある日、無人島に救いの船が迫ってきているような、それ以上の感覚です。ですから、まずクリスチャンの私たちが、救いを最優先課題、最高のテーマとして理解して心に受け止めていただきたいと願います。バプテスマのヨハネが、これから救い主、イエス・キリストが来られるようになり、もうすぐ目の前に来ている状況の中で、切羽詰った救いが与えられる状況の中で、なぜ過激的な言い方をしたのか、ある程度理解できます。これが良かったのかどうかは別にして、最終的にはこのような過激的な言い方などによって、バプテスマのヨハネは刑務所に入れられ、首を切られるようにはなります。もちろん、彼の仕事はそこで終わりだったので、主人公が登場する限り彼は消えていくというのが使命です。でも、それほど過激的な表現をするほど、私たちが生ぬるく考えているようなテーマではないということです。ぜひ、今日の礼拝をとおして神の救いを見るようになるまっすぐな道、キリストに向かう道、それが最優先課題、最高のテーマとして、みなさんの心に刻まれ落ち着くようになることを祈りたいとお思います。必ず、変わります。すべてが変わり始めるようになります。
1． 救いがなければ
なぜ、これほど神様は、神の救い、私たちが救われることを、それほど最高のテーマ、最優先課題にしていらっしゃるのでしょうか。それは、もし私たちがこの神の救いを見ることがなければ、つまり、救われることがなければ、私たちは何をしても、どんなに頑張っても終わりのないさまよいを続けるしかないからです。まるで親を失った子どものように、誘拐されている子どものように、何をしても絶対に本物の幸せ、本当の真理は手に入れることはできません。
1） 終わりのないさまよい
　だから、自分なりには幸せを求めて、何かを達成するために一生懸命探し回って頑張るでしょうが、手に入れることができないということを「さまよう」と言いますが、救われない限りは真の神様を知ることも見ることも会うこともできないので、いつまでたっても、何をしてもさまよいが終わりません。それで、救われないといけません。一生懸命頑張ることより、先に必要なのは救われることです。救われないと、その努力やその頑張りが実を結ぶことがない、結論にたどり着くことがありません。だから、救われないといけません。救いが最優先課題です。
2） 滅びの運命の中に
　それから、救われないと私たちは自分も気づいていないでしょうが罪によって滅びる運命の中に閉じ込められるようになりました。もし私たちは救われないとどんなに豊かになっても、どんなに物をたくさん所有して、どんなに自分が高い地位に就くようになったとしても、滅びの運命から一歩も出ることができません。ですから、いろいろな大切なことがあるでしょうが、まず救われないといけません。救いは最優先課題です。といいますのは、他の何かのテーマがみなさんの頭をよぎるときに、全部カットして、まず救いとしないといけません。そこに勝利があります。そこに霊的な戦いがあるのです。救われないと、どんなにミス・ジャパンに選ばれて、ミス・ユニバースに選ばれたとしても滅びの運命の中です。それで、ミス・ジャパンになる前に救われないとなりません。もしかして、大学の教授になり、多くの学生に教えることになって、実力が認められテレビ出演などもするかもしれません。わかりやすい解説ということで有名になるかもしれません。でも、その人は滅びの運命に閉じ込められているままなので、やってもどうなるでしょうか。それが悪いという意味ではありませんが、そのことの前に救われないといけません。大学の教授になることより、切羽詰っている課題は救われることです。
３）サタンの支配下に
　もし私たちが救われないと、だれも信じようとしませんが、目に見えない暗やみの世界を支配している悪魔、サタンの支配下に置かれているままです。自分なりにどんなに業績を積み上げて、何かを成し遂げたとしても、サタンの支配下にいるわけです。ですから、良いことありません。結局は面白くありません。救われないといけません。「そうですね。救われないといけないですね」ではなく、これがどのように切羽詰ったテーマなのかを認識してください。神の救い。バプテスマのヨハネの言葉をぜひ覚えてください。
４）罪から来る報酬
　それから、救われない限りは自分の罪の代価として、だれも望んでいないでしょうが仕方なく、永遠の刑罰のほうに入るしかありません。救われないとこのような問題を抱えているままなのです。その人の外見や身分、年や国がどうなのかと全く関係なく、時代がどういう時代なのかも関係なく、救われない限りは滅びの運命に捕らわれて、神とはまったく縁が切れたままサタンの支配下で永遠の刑罰という結論を抱えて人生を歩くようになります。それで、それが解けない限りは仕方がなく、まことの神様を知らないので宗教に走って、宗教の場合は必ず、精神的に霊的に制せられるようになります。偽物の神に走るしかありません。それから、このような問題を抱えているままなので、頑張って物が豊富になり、生活が豊かになったとしても災いを避けることはできません。この問題を抱えている限りは、どんなに発展して成功を治めたとしてもバベル塔のように全部、崩れるようになります。だから、成功より、まず救われないといけません。豊かになることの前に、まず救われないといけないのです。イスラエルに人は救いを肉体的に、民族主義的に考えていました。そのような救いなら、別に救われなくても結構なのです。他のことが先に大事かもしれません。でも、本当の救いは救われないと絶望です。それで、何よりも優先して救われないといけないのです。バプテスマのヨハネは、その救いの道を用意する役割をまっとうしていた人だったので、過激的な熱い思いで今語っているのです。「高い山が低くなり、谷はうずめられ、曲がったもの、でこぼこは平らにまっすぐになり、とにかく、あれこれそんなの大切なものではないよ。今、救いが来ているのですべての課題を、すべてのテーマを救いの方に向けなさい」と言うほど、救いは切羽詰っている最優先課題であることを覚えていただきたいと思います。
２．救われると
そして、一歩進んで申し上げますと、私たちが神様の恵みによって、この神の救いが与えられた場合はどうなるのでしょうか。
1） 完全なる解放
　今、申し上げました豊かさ、成功、宗教なのでも、一切解決できない問題が救われる途端に、完全にそこから解放されます。死と罪の原理から、滅びの運命、サタンの支配、永遠の刑罰、終わりのないさまよいの人生から完全に解放され終わりになります。それが救いというものです。最優先にする価値があるでしょう。
２）神様と同行
救われると同時に今まで見ることもできなかった真の創造の神様とともにいて、同行するようになります。何の問題もありません。神が同行するようになります。神さまと一緒になるわけです。もうすべてを手に入れたそれ以上のものです。
３）驚くべき権威
それと同時に救われるとだれ一人として例外なく、驚くべき権威が与えられ人生勝利するようになります。暗やみの力を打ち破る権威が、天使が動員され、神の答えが与えられる、そのような権威が与えられるので、怖いものなしの人生に変えられます。救われるだけで、救いの中にすべてが入っています。
4） 永遠の保障
　それから、救われた途端に永遠に天国に迎え入れられるように、保障済みの人生になります。救われただけなのに。救われないと絶望です。何がどう変わって、何がどうなっても絶望です。その代り、救われると、救われるだけなのに、その中にすべてが全部入っています。以前のものが過ぎ去り、すべてが新しく変えられます。「先生、私は救われたと思うのですが、なかなか変わりません」という人は、それは今、外見がそうであって、変わっているはずです。変わっていると信じて固く握っているとその部分にも、時刻表に従って結果が現れるようになります。救われたこと自体がもう変わったことです。ぜひ覚えてください。
３．救いのみ　キリスト
　このように私たちの想像をはるかに超えた大きなテーマが救いです。高い何かがあるでしょうか。それを低くして、谷のように掘られている部分があるでしょうか。何か引っかかるものが、いろいろな気が捕らわれる何かがあるでしょうか。それらを気にしている場合ではありません。救いの方に全神経を回して注いでみてください。それが生きる秘訣です。それが、神様が私たちに望まれる信仰です。「そうだ救われないと。今、私がトイレをどこでやるのか、狩りは、明日はどうかなどを気にしている場合ではない。早く救いの船に乗らないと」そこを最高の、最優先の課題にしてください。そのときに、バプテスマのヨハネも言います。その救いの道がキリストです。それで、「主の道を用意しなさい。救いが最高のテーマであり、救いの主がキリストで、そのキリストが目の前に来ていらっしゃるので、キリストを受け入れるのに邪魔になるようなことは一切、排除しなさい」と言いました。キリストを信じることを二の次にするようなテーマは存在しないので、もしも、そのようなことがあれば全部、後にしてください。それが正しいか、正しくないかは関係ありません。オンリーキリストに向かってください。なぜでしょうか。そのキリストにのみ救いがあるからです。救われないとだめなのです。救われるとそれで終わり、ハッピーです。救いの道はキリストです。
１）神様の約束
このヨハネはキリストが自分の6か月前にこの世に生まれたと、よくよくわかっている者です。そのキリストは神様の約束でした。最初から罪を犯した人間に、神様がこのキリストを送ることによって、身代わりとなることによって、私たちにこの最大のテーマである救いを与えると約束されました。そのキリストが今来ているのです。斧が根元に置かれているというのは、そういう意味です。キリストが来ていると。「何がそんなに忙しいのか。何がそんなに気になるのか。何がそんなに自慢なのか。何がそんなに悲しいのか。そんなの関係ない。キリストが来ているのだから」という話です。
２）イエスはキリスト
　そのキリストがヨハネの生まれた6か月後、世に処女マリヤをとおして生まれたイエスです。イエスのことをバプテスマのヨハネは小さいときからよくわかっていました。その親も勘違いするほどでしたが、このヨハネは神様に守られて、同い年のイエスですが、イエスは神の御子キリストだということをわかっていました。「イエスがその救いの道キリストです。イエスがもうすぐここに来るわけだから、道をまっすぐにして迎えなさい。そのイエスこそ、キリストなのだから。そのイエスこそ救いの道であり、そのイエスこそ神様が約束された女の子孫として生まれるメシヤその方なのだよ。そのイエスこそ私たちを終わりのないさまよい、滅びの運命の中から、サタンの支配から、罪による永遠の刑罰から、完全に解放してくださり、神がともにおられる道となり、すべてに打ち勝つ権威を授ける方なのですよ。主の道を用意しなさい。イエス・キリストを迎えるようにしなさい。イエス・キリストのほうに向かいなさい」ということです。そこに救いがあるわけですから。私たちが、救いが何かわかって、救いが最優先課題、切羽詰ったテーマであることが理解できるとキリストに向かうしかありません。世界中でキリストの他には、この救いの道を神様が与えたことがありません。イエスだけが道であり、真理であり、いのちなのです。そこにのみ救いがあるのです。
３）主の道をまっすぐにせよ
そのキリスト、イエスに向かっての道がまっすぐにというのは、他に何もひっかかるものがない、邪魔になるものがない、高くなっているもの、低くなっているもの、曲がっているもの、でこぼこ、全部片づけてオンリーキリストに向かう道一つだけです。みなさん今、何がテーマでしょう。何がそんなに引っかかるものでしょうか。何が脳細胞に一番重くのしかかっているのでしょうか。それでいいでしょうか。救いがそれに追い出されるような形になって良いでしょうか。救いが最大のテーマです。それがほんとに大変なのか、その大変さが大きいか小さいか、正しいか正しくないかなどあるでしょうが、いろいろやる場合でもない、そんな暇もない、そんな場合じゃない、キリストの救いが私たちにありますので、そちらのほうに優先的に走っていかなければいけません。そうすると、すべてが新しくなります。日本人としての何かがまず優先テーマでしょうか。親としての責任が優先テーマでしょうか。もしかして、いまだに無人島にいらっしゃるでしょうか。キリストの船は来ています。無人島の中で、それは一理あって正しいかもしれません。世の中においては、キリストが、救いが来ている限りはそのすべてがまずはパーになって、一つだけ、イエス・キリスト、救い、それ以外には見えなくなるというのが正しい救いへの理解です。ぜひ、そのような感覚、そういう姿勢がみなさんの中に芽生えることを祈りたいと思います。
結論
結論を言いましょう。私たちは神様の恵みによって、このイエス・キリストによって救いの祝福に預かるようになった幸いな者です。ですから、ましてやクリスチャンの私たちはいろいろなことがありますが、一番先に、一番先頭に、最優先テーマとしてイエス、救いを持って行くようにしましょう。何が何でも、たとえ明日、病気によって死ぬと宣告されていても、死ぬことを先に考えないで、それが優先テーマではありません。死ぬことより、救いの方が大きいのです。だから、その感覚、最優先課題、明日死ぬと宣告されていても、今日はイエス・キリスト、救いを先に思い出して、先にテーマにして、その中に自分を持って行く、これを霊的な戦い、身分といいます。大きな失敗をした場合もあります。「失敗しても救われているからいいのではないか」という軽い話ではありません。失敗したことを考える前に、救いを先に持って行き、そこに入って、そこからまず自分自身を新しく発見しなければなりません。イエス、救いの中に自分自身を入れてみてください。また、イエス、救いの中でいろいろな出来事、事柄を見るということです。そうすると、見方が変わるようになります。一番大切なのはイエス、救いの中から、周りを、現場を、世の中を見ることです。そうすると、世の中は救われていないから、救いが必要になる、救いを必要とされるところだと見えてくるようになります。それが一番、正しい生き方です。イエスの救いを最優先課題にしないと、スピーディに持ってこないとそのあとは霊的な戦いにならないので、自分だけやったとしても結局はでこぼこか何かになってしまいます。高いものも平ら、低いものも平ら、曲がったものも平ら、全部同じではないでしょうか。救いがどれほど、すべてが無視されるほど、最高の、最優先テーマであるかをと覚えてください。これは約束です。ですから、クリスチャンの私たちにせっかくその救いが与えられているので、そこを見るようしましょう。どのようにでしょうか。最優先にです。他の何かが優先テーマの方に落ち着く前に、イエス、救いに持って行きましょう。子どものために心配するのでしょうか。旦那さんのために何かひっかかりがあるのでしょうか。それらをテーマにしないで、イエス、救いです。そこで、まず自分自身を見ましょう。そうすると、私たちの幸いなハッピーなアイデンティティを常に確認するようになるでしょう。それから、すべての出来事をイエスの救いの中に入って見るようにしましょう。そうでないと結局捕らわれておぼれるようになります。自分の弱さを考えるときにも、弱さを先に取り上げないで、イエス、救いを最優先に見ましょう。弱さを先に取り上げて、「私は弱いのです。こんな弱点が、こんな弱い部分がありますよ」と弱音を吐いてつぶやく暇も余裕も必要もありません。救いの船が来ているのです。そして、私は救いの船の中にもう入っているのですから。そこを先に、先に確認してください。ぜひ、ぜひ、やってみてください。それで、みなさん一人一人に救いの祝福が具体的に豊かに現れて救いのゆえに変えられ、救いのゆえに感謝する、救いのゆえにハッピーになるクリスチャンのおあかしが生まれることを祈りたいと思います。
〈お祈り〉

恵み深い天の父なる神様、ありがとうございます。私たちに人生、様々なテーマがあります。でも、本当に神の救いより優先すべきテーマはありません。イエス・キリストより先立ってしまう課題はありませんということを教えられました。その告白をしっかり持って、1週間、残りの生涯、イエスの救いを一番先頭に立てて、常に最優先課題にして勝利するように兄弟姉妹を導いてください。そこに霊的な戦いの勝利と、福音の本当の味があることを味わえるように兄弟姉妹を祝福してください。主イエス・キリストの御名によってお祈りします。アーメン
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